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燃
や
せ
る
ご
み
の
減
量
に
は
、
家

庭
か
ら
出
る
燃
や
せ
る
ご
み
の
約
4

割
を
占
め
る
、
生
ご
み
の
資
源
化
な

ど
の
対
策
が
不
可
欠
で
す
。

　

市
は
大
山
自
治
会
の
皆
さ
ん
と
協

働
し
、
平
成
26
年
8
月
か
ら

大
山
団
地
全
域
で「
生
ご
み

分
別
・
資
源
化
事
業
」に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
中
に
調
査
を
行
い
ま

し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

協
力
世
帯
は
６
割
以
上

　

今
回
は
、
大
山
団
地
全
域

で
の
生
ご
み
分
別
開
始
後
、

初
め
て
の
調
査
で
す
。
協
力
率
は
全

世
帯
の
6
割
以
上
で
、
多
く
の
世
帯

に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す（
上

表
）。

良
質
な
生
ご
み
を
収
集
中

　

こ
の
事
業
で
は
、
た
い
肥
化
で
き

る
生
ご
み
を
専
用
の
バ
ケ
ツ
に
分
別

し
て
収
集
し
、
貝
殻
・
骨
・
種
な
ど

た
い
肥
に
な
り
に
く
い
生
ご
み
の
み
、

燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
い
ま
す
。

　

月
ご
と
の
変
動
は
あ
り
ま
す
が
、

毎
月
4
0
0
0
㌔
㌘
前
後
の
良
質
な

生
ご
み
が
収
集
で
き
て
い
ま
す（
グ

ラ
フ
1
）。
こ
れ
ら
の
生
ご
み
が
清

掃
工
場
に
搬
入
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

た
い
肥
の
素
の
発
酵
促
進
材
と
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
分
別
を

　

一
方
、
燃
や
せ
る
ご
み
の
内
訳
を

み
る
と
、
資
源
と
な
る
紙
類
や
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
が
一
定
量
含
ま
れ
て
い

ま
す（
グ
ラ
フ
2
）。
大
山
自
治
会
だ

け
で
な
く
、
市
内
全
体
で
も
同
じ
傾

向
が
見
ら
れ
ま
す
。
分
別
を
進
め
る

こ
と
で
、
ご
み
の
減
量
が
で
き
ま
す
。

　

市
は
、
本
事
業
を
通
じ
て
、
ご
み

の
減
量
と
分
別
に
さ
ら
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
も
継
続
し
て
定
期
的

な
調
査
を
行
い
、「
広
報
た
ち
か
わ
」

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
随
時
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

●
生
ご
み
分
別
・
事
業
の
概
要　

▼

対
象
地
区
＝
都
営
上
砂
町
1
丁
目
ア

パ
ー
ト（
大
山
団
地
）1
〜
26
号
棟
▼

対
象
世
帯
＝
1
4
7
5
世
帯（
協
力

率
63
・
3
％
）▼
収
集
日
＝
毎
週
火

曜
日
と
金
曜
日（
年
末
年
始
を
除
く
）

問
ご
み
対
策
課
・
内
線
6
7
5
6

大
山
自
治
会
佐
藤
良
子
会
長

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
章

　

大
山
自
治
会
会
長
の
佐
藤
良
子
さ

ん
が
、
自
治
会
活
動
に
お
い
て
、
特

に
地
域
福
祉
の
推
進
に
大
き
く
貢
献

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
社
会
福
祉
功
労
者
厚
生
労
働
大

臣
表
彰（
地
域
福
祉
活
動
功
労
）を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

問
協
働
推
進
課
・
内
線
２
６
２
７

　

　ホ
ほ っ と く

ットク（韓
かんこくふう

国風ス
す い ー つ

イーツ）とプ
ぷ ご く

ゴク（干
ほ

し

タ
た ら す ー ぷ

ラスープ）を作
つく

ります対中
ちゅう

学
がくせい

生以
い

上
じょう

時２月
がつ

28日
にち

㈯
ど

午
ご

前
ぜん

11時
じ

30分
ぷん

～午
ご ご

後３時
じ

場女
じょせい

性総
そう

合
ごう

セ
せ ん た ー

ンター師姜
かん

銀
うん

美
み

さん費600円
えん

（材
ざいりょうだい

料代）

定30人
にん

（申
もうしこみ

込順
じゅん

）持エ
え ぷ ろ ん

プロン・三
さんかく

角きん（バ
ば

ン
ん だ な

ダナ）・手
て

ふきタ
た お る

オル申２月
がつ

23日
にち

㈪
げつ

までに、

催
もよお

し名
めい

・住
じゅうしょ

所・氏
し

名
めい

・電
でん

話
わ

番
ばんごう

号を書
か

いて、

フ
ふ ぁ く す

ァクスかＥメ
め ー る

ールでTMC事
じ む

務局
きょく

☎・Fax（5

27）0310 e tmc＠poppy.ocn.ne.jpへ問市
し

協
きょう

働
どう

推
すいしん

進課
か

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょうせい

生係
がかり

・内
ないせん

線2632

居住世帯数 参加世帯数 協力率
1,475 933 63.3％

場所 曜日 時間

柴崎学習館 木 午前10時～	11	時30分
土 午後７時～	９	時

松中小 土 午後７時～	８	時30分

生
ご
み
分
別
・
資
源
化
事
業

現
状
調
査
結
果

大
山
自
治
会

　

１
月
22
日
、
市
は
大
規
模
な
地

震
災
害
に
備
え
る
た
め
、
災
害
発

生
時
を
想
定
し
、
図
上
防
災
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
役

所
に
届
く
情
報
に
対
処
す
る
机
上

で
の
訓
練
を
行
う
こ
と
で
、
職
員

の
危
機
管
理
能
力
や
災
害
対
応
力

の
向
上
を
図
る
も
の
。

　

職
員
が
集
ま
っ
た
会
議
室
に
は
、

「
市
内
全
域
で
停
電
」「
住
宅
火
災

発
生
」「
道
路
上
に
工
事
用
パ
ネ
ル

が
落
下
、
車
両
数
台
が
下
敷
き
」

な
ど
の
通
報
が
次
々
に
入
電
。
職

員
は
、
対
応
策
の
検
討
や
情
報
の

収
集
・
伝
達
・
共
有
な
ど
の
手
順

を
確
認
し
、
改
善
に
向
け
た
問
題

点
な
ど
の
洗
い
出
し
を
行
い
ま
し

た
。

生ごみ収集の様子

生ごみ専用リサイクルカート

ボランティア講師を募集
日本語教室

　公
こうりつ

立の小
しょう

・中
ちゅう

学
がっこう

校に相
そうとう

当する外
がいこくじん

国人学
がっこう

校に

通
つうがく

学している児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

の保
ほ ご

護者
しゃ

に、補
ほ

助
じょきん

金

を交
こう

付
ふ

します対市
し

内
ない

に住
じゅうしょ

所があり、住
じゅうみん

民基
き

本
ほん

台
だいちょう

帳に登
とうろく

録されている外
がいこくじん

国人の方
かた

で、児
じ

童
どう

・

生
せい

徒
と

の授
じゅぎょうりょう

業料などを負
ふ

担
たん

している保
ほ ご

護者
しゃ

。補
ほ

助
じょきん

金は、児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

１
ひ と り

人につき月
げつがく

額2,000円
えん

申協
きょうどう

働推
すいしん

進課
か

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょうせい

生係
がかり

・内
ないせん

線2632へ

外
が い こ く じ ん

国人学
が っ こ う

校に通
か よ

う児
じ

童
ど う

・生
せ い

徒
と

の
保
ほ ご

護者
し ゃ

に補
ほ

助
じ ょ き ん

金を交
こ う

付
ふ

Subsidies for Parents/Guardians of Children 
Enrolled in International Schools
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平成26年８月～12月
生ごみ収集量の推移グラフ１

生ごみ※
37.0％

※たい肥になりに
くい生ごみなど

紙類・布類
20.7％

プラスチック類
6.9％

不燃物0.8％

その他可燃物
34.6％

燃やせるごみ組成分析結果
平成26年11月

グラフ２

　市は、立川国際友好協会の協力を得て、

外国人や外国出身の方のための日本語教

室を開講します。受講者に日本語を教え

るボランティア講師を募集します対外国

人との交流に関心のある方（年齢制限は

ありません）時・場下表の通り（月１回程

度休みあり）定若干名（選考）申電話、ま

たは氏名・連絡先を書いてＥメールで協

働推進課多文化共生係・内線2632 e kyou

dousuishin@city.tachikawa.lg.jpへ

図
上
防
災
訓
練

を
実
施


